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２－５ 第 2 次派遣：第 1 回ワークショップ 

２－５－１ 概要 

コソボ国大気汚染対策アドバイザー業務現地調査 

会議名 第 1 回ワークショップ 

訪問機関 MESP  

日 時 2016 年 3 月 22 日（火）9：00~12：00 場 所 Conference hall  

出 席 者 
先方 C/P 関係者一同（添付資料参照）＋Ms. Hakaj (MESP), 、Mr. Abdlillah Pirce 

調査団側 清水、臼井、中嶋  

配布資料 Exhaust Gas Measurement (SO2, NOX, Dust measurement) Interim Report (アルバニア語)、On-site 

stack gas measurement (アルバニア語) 

収集資料 なし 

筆記者 清水 

（目的） 

第 2 次派遣で測定したダストの結果、および連続分析計による SO2、NOXの結果を報告した。また、

同時に EC Directive による規制値と今回持ち込んだ連続分析計の各成分の測定原理およびボイラ煙突か

ら発生した汚染物質の環境への影響の例を説明した。 

測定結果について、ダストは特に Kosovo B（B-2）の測定結果が高かったこと、SO2については Kosovo 

A（A-3、A-4）ともに、0mg/Nm3 になることもあれば、1,000mg Nm3 近くまで上がるという特殊な現象を

示していることを説明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（結果：質疑応答） 

Mr. Xhemajl： SO2 が変動する原因として石炭の品質が大きく変わることがある。採炭の深さが 8m 以上

になると品質が悪くなる。重油を使うこともあるのでその時 SO2 は高くなるが、重油を使う時間は

短いので影響はないと思う。 

炭鉱の人；採炭するときに１ｍと８ｍで Lignite の性状に差がある。深くなるに従い、品質が悪く（発電

所関係者の品質が悪くなるという発言は発熱量が低くなることを意味していると思われる）なり、S

の量も下がる（石炭分析は主に Wet で実施しているため、発熱量が下がるということは湿分が増え
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て、そのため S の濃度も下がっている可能性がある）。その差ができるだけ少なくなるように混合し

ながら TPP へ供給するようにしている。 

Mr. Sabri：Kosovo A にはダストメータが付いていて、測定をしているが、メータの結果と測定結果とは

大きな差があるようだが？ 

JET：（回答はワークショップ後半で説明したが）ダストメータはばいじんの粒子や形状、色といったも

のの影響を受けるため、正確に測れない。そのため、ダスト測定（今回 JET が実施したもの）を実

施し、測定結果にダストメータを合わせるのが標準的な調整方法である。日本でもダストメータを

つけているプラントがあるが、運転員はダストメータより、煙突排出口を TV で監視している。 ダ

スト濃度が 50mg/Nm3 以下であれば人間の眼では見えないが、50mg/Nm3 以上になると、目で見え

るのでそういった方法で監視している。Kosovo の発電所では煙突からの煙がしっかりと見えるので、

JET メンバの経験から言えば、かなり高い数値であることは間違いない。 

Mr. Sabri：Kosovo A の SO2 測定では、A-3 では SO2 が高く、また測定ダクトを変えると SO2 が高くな

ったりしていた。 

Mr. Agim；Kosovo B のダストはそんなにでているのか。煙突からの煙の写真はあるか。（ワークショッ

プ終了後に写真を見せた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JET；SO2 の増加の要因としては、Lignite の性状、ボイラの運転（負荷、O2 や炉内の温度）、油の助燃

などの影響が考えられるが、測定時に油の助燃は Kosovo A では実施していなかったことを確認した。

Lignite の性状のなかでどの因子が影響しているか、ボイラの運転でなにが影響しているかは、今後

SO2 濃度の Data 蓄積と、要因追及のための試験を計画して実施する必要がある。影響が大きい要因

が少しでも明らかになれば、今後の SO2 削減に関しての検討の基礎となる。 

Mr. Agim；Kosovo B の測定したダスト濃度が非常に高かったのは ESP の運転で何か問題があったの可能

性もあるのではないか。 

JET；ダスト測定に関していくつか異常に高い数値を示した測定結果があり、ボイラの Soot Blow や、ESP

の Collection Plate の Hammering が関係して異常に高い値が出た可能性がある。したがって最終ダ

スト濃度は異常に高い値を除いた結果も示しているがやはり高い値となっている。実際には異常

値を除いた数値が妥当な値と考えている。 
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また、CEMS の測定場所としては、Kosovo B の測定点は煙突の高さ 90ｍ近傍に設置されてお

り、メンテナンスが大変である。正確な値がつかめるように、測定点を作業しやすい場所で、代

表点となるような場所を探して変更するよう推奨する。場所の候補としては、Work Shop 資料で

示した場所があげられる。ID Fan の後のため SO2、NOx などのガスは良く混合されていると考え

られるので問題ない可能性は高いが、ダストに関してはなるべく直線部で測定する方が良い。SO2、

NOx だけであれば再循環 Fan 出口の Common Duct ももう一つの候補である。 

また ESP の効率低下要因としては、次回の Work Shop でさらに説明するが、ボイラ、AH、Duct

への空気の漏れ込みでガス量が増加しているのも大きな因子である。全般にガス流速の

Unbalance が大きいのも ESP が性能を十分発揮できない要因であると考えられることから、ESP

入側の流速分布も測定したが、大きな偏流があることも確認できた。 

ガス流速に偏流の原因の一つとしてダクト水平部での灰の堆積を心配したが、Kosovo A5 につ

いて停止中に調べてもらったところ灰の堆積は無いこととの事であり、偏流はダクト形状に起因

するものと考え荒れる。一般にはガス流速が 7～8m/s 以上あれば、灰は気流で運ばれて堆積が起

こらないといわれている。 

 

－以上－ 
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出席者リスト 
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２－５－２ ワークショップ資料（英語版） 
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２－５－３ ワークショップ資料（アルバニア語版） 
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２－６ 第 2 次派遣：第２回ワークショップ 

２－６－１ 概要 

コソボ国大気汚染対策アドバイザー業務現地調査 

会議名 第２回ワークショップ 

訪問機関 MESP  

日 時 2016 年 3 月 25 日（金）10：00~13：00 場 所 17F 会議室 

出 席 者 
先方 C/P 関係者一同（添付資料参照）＋Ms. Hakaj (MESP),  

調査団側 清水、臼井、中嶋  

配布資料 Pollution Control of Boiler (アルバニア語)、Coal & Ash Analysis Result (アルバニア語) 

収集資料 なし 

筆記者 清水 

（目的） 

Kosovo A、B ボイラ対象のダスト対策、SOX、NOX対策について、第一次派遣時に入手した情報、第 1

次派遣に持ち帰った石炭等の分析結果、第 1 次派遣・第 2 次派遣を通して測定した環境測定結果をもと

に、石炭ボイラにおける環境対策について説明を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概要 

1． ダスト対策について 

Kosovo AとBの飛灰は粒径が比較的細かいと同時にKosovo AとKosovo Bで粒径が異なっていること、

また同時に飛灰の電気抵抗率が異なり、特に現状の排ガス温度における Kosovo B の電気抵抗率は高く、

ESP のダストの適切な捕集条件を満たしていないこと、また Kosovo A と Kosovo B ともに入側の流速

分布にばらつきが大きく ESP の集塵効率に影響を与えていること等を説明した。排ガス温度を下げる

ことや、漏れ込み空気量/過剰空気量を減らすことによる排ガス体積流量の削減が現状の ESP の効率向

上に寄与する可能性があることを説明した。今後のダスト対策についても現状を正確に把握すること

が非常に重要であると当時に、バグフィルターや ESP の特徴を説明し、計画に当たり注意すべき点を

説明した（ESP の後にバグフィルターを追設する場合には、流入するダストが微粒子ダストのみとな
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り、フィルターの目詰まりが起こり頻繁にクリーニングするとバグの寿命に影響するので注意が必要

である。Kosovo の Ash は粘着性があるように感じられるので、その点についても注意が必要である。） 

2． NOX対策について 

NOXの発生原理を説明すると同時に、NOX対策としての低 NOXバーナ、無触媒脱硝（NSCR）,および

触媒脱硝（SCR）を中心に説明した。特に Kosovo A と Kosovo B の NOx 低減対策として低 NOXバーナ

の採用で EC 指令達成の可能性（炉底に設置された Stoker に供給する空気が炉内で悪影響を与え期待通

りの NOx 低減が得られない事もある）があること、触媒脱硝を設置する場合には色々な注意点が多い

こと（特に、Kosovo の飛灰は Dust 濃度が高いので触媒の目詰まりに対する配慮が必要であり、また、

アルカリ分が多いと触媒が被毒する可能性がある等）を説明した。 

（触媒についての問題点等について休憩時間に質問等があった。脱硝に使う NH3 は輸入に頼らざるを

得ない事も問題である） 

3． SO 対策について 

Kosovo A、Kosovo B ともに SO2が大きく変動していることを前回のワークショップで説明したが、こ

の変動に炉内脱硫が寄与している可能性があり、そのため炉内脱硫の原理について説明した。但し

Kosovo A、Kosovo B ともにどのように寄与しているかわからないことをコメントし、今後調査を継続

することにより炉内脱硫の効果が改善する可能性があることを説明した。一方、排ガス処理としての

脱硫設備の設置については大きな投資（ボイラを設置した時の価格と同程度の投資．ボイラ新設時の

価格 Base ならばという前提）が必要であると同時に、操業も難しいことも説明した。CFB ボイラは低

NOX、低 SOXを実現できるので、脱硝装置や脱硫装置を設置しなくとも EC 規定を満足できる可能性が

あることも説明した。Kosovo の Lignite は Ca 分を多量に含んでいるので、脱硫剤としての Limestone

投入が不要となる Merit も期待できる。 

4． 石炭等の分析結果について 

日本に持ち帰って分析した石炭、飛灰、炉底灰の分析結果について、Kosoovo で実施した石炭の分析結

果と大差なく、Kosoovo の分析結果は信頼性があることを説明した。一方日本でさらに詳細に分析した

結果をもとに、石炭、飛灰、排ガス中の S バランスを紹介し、石炭中の S には、熱を与えても分解し

難い石膏の形で存在するものと、燃焼時に CaO となり炉内脱硫にが寄与するのものがあり、現実に炉

内脱硫が起こっている可能性があることを示した。 

5． モンゴルプロジェクトについて 

写真を中心に、現状のウランバートルの大気汚染状況を説明すると同時に、JICA の活動について説明

した。 

 

コソボでは石炭ボイラの環境対策の知識が少なく、また経験もないため、日本での経験を説明し、改

造や新設時には各種事前検討をしっかりとしないと、能力が発揮できない、トラブルが多くメンテナン

スコストが多くかかるといった説明も加えた。 

 

6． その他追記 

（14:00～15:30） 

ワークショップ終了後、KEK 関係者と Kosovo A、Kosovo B に出向き、今後の煙道排ガス測定場所候

補に関する打ち合わせを実施し、合意を得た。現状の測定孔は流速等のばらつきが大きく、特に Dust の
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測定の代表性を得られにくいことから、JET メンバの経験から現状で測定上、安全上最善と思われる場

所への設置を要請し合意を得た。 

 

     ：合意を得た測定点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Kosovo A TPP               Kosovo B TPP 

 

 

 

－以上－ 
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出席者リスト 
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２－６－２ ワークショップ資料（英語版） 
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２－６－３ ワークショップ資料（アルバニア語版） 
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２－７ 第 2 次派遣：第３回ワークショップ 

２－７－１ 概要 

コソボ国大気汚染対策アドバイザー業務現地調査 

会議名 第３回ワークショップ 

訪問機関 MESP  

日 時 2016 年 3 月 29 日（火）9：00~12：00 場 所 17F 会議室 

出 席 者 
先方 

Ms. Hakaj Nezakete (MESP)、Mr. Lulzim Korenica(MED)、Mr.Agim Morina(KEK)、

Ms. Letafete Latifi(KHMI) 、 Mr. Abdlillah Pirce((MESP) 、 Ms.Qefsere 

Mulaku(KEPA) 

調査団側 山田、清水、臼井、中嶋  

配布資料 なし 

収集資料 なし 

筆記者 清水 

（目的） 

第 1 次派遣、第 2 次派遣を通して、今回の派遣における成果を確認するとともに、派遣を通して得ら

れた課題をまとめた。並行して、Kosovo 側よりその他課題として考えている事項について希望が述べら

れた。このワークショップの協議をもとに MOU はまとめられることとなった。 

 

内容 

1． 今後の JICA の活動について 

(ア) 山田氏より自己紹介に続き、今年度の技術支援は終了することを説明し、今後の JICA の活動につ

いて説明があった。非公式であるが Kosovo より日本政府に要請があった Capacity Development

プロジェクトが採択され、JFY2017 年（来年 4 月）より Start することが予想されていることか

ら、このプロジェクトの PDM を年内に完成させるために今年 9 月頃に再度 JICA Mission が訪

Kosovo し、 内容について詰めて RD を作成するといった説明を実施した。 

(イ) KEK Agim 氏より KEK 対象の環境対策技術協力に対し KEK Management Director との打合せ

の申し入れがあったが、山田より 9 月頃に打合せを持つことは可能だが今回打合せを持つことは

適切ではないとの回答があった。 

2． 煙道排ガス測定技術伝承について 

(ア) 煙道排ガス測定技術の伝承については、現状のデータ採取を優先したこともあり、C/P、調査団と

もに十分な技術伝承ができていないことを確認した。そのため、さらに教育が必要であることを

C/P、調査団は合意した。 

(イ) 技術伝承の対象として、MESP は KHMI ラボの教育を最優先としていること、また MESP とし

てこの技術を将来認定制度として法制化するという考えであるが、但し認定制度自体は別省庁の

担当であり、現状は外国機関による認定を考えているとの説明があった。JET から、認定制度を

海外にゆだねることは自国の技術向上に寄与しないこと、一方で Kosovo はまだ NERP で対象と

なる LCP の測定対象が少なく民間がビジネスとして実施することは難しいこと、KEK が有する

ボイラの測定は重要で継続が必須であること等から、初期段階は政府が測定技術に関し民間を支
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援することが有効であり、政府がトレーナを育てる、KHMI ラボが民間に代わりボイラを測定す

る、または KEK が自ら技術を習得して実施できるようになる等といった対応が必要ではないかと

いった内容を提言した。これらの点について議論となり、今後 Kosovo 側で検討することとなった。

また、JICA は技術の習得を支援することができるが認定する資格は有していないことを付け加え

た。 

(ウ) NOX、SO2 用の測定に自動連続分析計を持ち込んだことで、SO2 の特異な変動をつかむことがで

き、大きな成果が上がったことを認識した。今後特に SO2 の発生メカニズム解明にさらにもう 1

台自動分析計があると解明が進みやすいとの意見があった。 

(エ) KHMI（Letafete さん）よりイオンクロマトグラフ法による測定をぜひ支援してほしいとの希望

が述べられた。NOX、SO2 の測定に加え、ボイラから発生するダスト中の成分も測定したいとの

希望があったが、測定対象はあくまで LCP の Emission が対象であり、そこまでの対応は難しい

と提言した。 

(オ) イオンクロマトグラフ機器の操作のために、1 週間の機器調整調査（メーカによるもので、機器の

状態の調査と必要な部品や補修項目の特定を実施）、機器調整調査に基づいた機器調整後、操作指

導 2 週間が必要であることを確認した。機器調整調査を優先的に実施することによりイオンクロ

マトグラフ機器の早期戦力化が可能であることを確認した。 

3． KEK（Agim 氏）より、お願いしすぎだと思うがとのコメントと共に以下の意見が述べられた。 

-   

(ア) KEK としての希望として、①モニタリングシステムを確立すること（そういった資格を持つ人間

が現状いないとのコメント付）、②環境 Management System および廃棄物の処理、といった面の

支援をいただければと思う。 

(イ) 9 月には Management Director との打合せを持てればと考える（再度要請あり）。 

この意見に対し以下の意見が述べられた。 

(ウ) MESP（Nekazete さん）より、今回のプロジェクトは Air quality に関するものであり、対象と

しては難しい。 

(エ) 山田氏より、今後のプロジェクトは環境に対するものであり、SO2を効果的に減らすための技術、

ESP への適切な対応を検討することは可能と考えられるが、設備的な対応までは範囲とはならな

い 

以上のような意見が述べられた。 

4． 煙道排ガス測定に関す実施事項の優先順位について 

今回の派遣の事項として得られた課題に対する今後の対処方法について議論があった。 

(ア) 最優先事項として、代表測定点を特定することが重要である点で合意した。現状の測定点は煙道

内測定値のばらつきが大きく、煙道排ガス測定の代表値とすることは難しいことを認識した。今

後特にダスト、SO2のメカニズムを調査していく上で、代表点を特定して測定を実施することによ

り、ダスト、SO2の値と、原料である Lignite の性状、発生した飛灰の性状、ボイラとの操業との

関係を調査していくことがメカニズム解明につながることを確認した。 

(イ) 代表点を特定後、SO2の挙動を知る（どの程度 0mg/Nm3が継続するか、SO2がどの程度まで上昇

しているかといった定量化）ために、Kosovo A TPP、Kosovo B TPP で各々最低 1 ヵ月の測定を
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実施することが必要であり、かつ先行して実施すべき事項であることを確認した。したがって、

代表点を特定すること、C/P の自動連続測定機の操作習得が優先事項であることを確認した。 

(ウ) JET より SO2の挙動調査において、SO2の発生挙動に応じて、Lignite 中のサンプルおよびその時

に発生している飛灰のサンプルをとり、各々の Ca、S の分析を実施しその比較を実施することが

必要であることを説明し、この分析が KEK で実施できることを確認した。CaSO4と CaCO3, CaO

の存在比については代表的なサンプルを日本に持ち帰り、ある程度の成分分析が可能であること

を説明した。 

(エ) ダストについては、SO2 と同様に代表点を特定し、ESP の捕集効率低下の要因解明が必要である

ことを確認した。但し、ESP の改善検討については専門家による診断が適切であることを説明し

た。 

Kosovo B TPP では CEMS（NOX計、SO2計、ダストメータ）が煙突の 90m 位置に設置されている。

しかしながらこの場所でのメンテは難しいこと、また特にダストメータについては等速吸引法によるダ

スト測定に基づくダストメータの校正が EC 指令により要求されているが、この場所は測定機器のハン

ドリングが難しくかつ危険であることから、上記代表点の特定により、CEMS の移動が可能であること

を確認した。（現状の Kosovo A TPP はダストメータ以外設置されていないこと（但しこのダストメータ

は正確な値を示していない）、Kosovo B TPP では CEMS は 2 基のボイラの排ガスは 1 本の煙突に合流

しているため煙突に 1 台設置されているのみであり、今後 CEMS を各ボイラ毎に設置するよう移動した

場合は 2 セット（煙道が各ボイラ 2 系列あるので場合によっては４セット）必要である） 
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別添資料－３ 面談記録 

３－１ Kosovo Operator Sistemi, Transmisioni dhe Treu SH.A への電力状況ヒアリング 

３－１－１ ヒアリング内容 

コソボ国「大気汚染対策アドバイザー業務」 

会議名 Interview：コソボ国における電力の状況について 

訪問機関 Kosovo Operator Sistemi, Transmisioni dhe Treu SH.A (KOSTT) 

日 時 2015 年 10 月 22 日（木 ）9：00~10：00 場 所 KOSTT 会議室 

出 席 者 

先方 

Mr.Gazmend KABASHI(Manager)；Development and Long Term Planning 

Ms.Resmije AHMA(Director)；Legal and Regulatory Affairs Department 

他 1 名  

調査団側 
Ms. Hakaj (MESP), 、Mr. Abdlillah Pirce 

清水、中嶋、（通訳：Mr. Nehat） 

配布資料 なし 

収集資料 An Overview About KOSTT October 2015  

筆記者 中嶋 

（目的） 

1. Kosovo における、電力状況（電源構成、需給計画）などについて聴取した。 

 

（結果） 

1. Kosovo Operator Sistemi, Transmisioni dhe Treu SH.A (KOSTT)は、EU の電力 Market 開放政策にのっと

り 2006 年に創設された、Ministry of Economy Development 傘下の国営会社で、Kosovo における、電

力の長期計画や、送電を担当する部署で、国内および隣接国との電力売買の調整、電力の需給調整

なども行っている。なお、発電関係については、同じく Ministry of Economy Development 傘下の国

営会社である Kosovo Energy Corporation（KEK）が、行っている。なお、配電については民営化さ

れ、トルコの企業が出資した KESCO が行っている。 

当方から事前に依頼した質問状をもとに PPT による Presentation が用意されており、非常にわかり

やすい説明で、かつ電力価格以外は質問に対する回答が十分に用意されていた。欧州諸国との交渉

も行っていることから、仕事の進め方が非常に効率的であるように思われた。 

2. 最初に今回の Mission に関する説明が Hakaj さんからあった。 

3. Mr.Gazmend は長期予測が担当で、「今後 10 年間にわたる電力とエネルギーの状況を用意した。通

常 Emission の測定は Producer が実施するので、今回実施できるのは非常に良いと思う」との意見が

述べられた。 

4. 周りを囲む 5 つの隣接国（アルバニア、マケドニア、ブルガリア、モンテネグロ、セルビア）と送

電系統は 400kV のラインで繋がっており、強い電力系統を構成している。 

国内の送電網は、220KV, 110KV, 35KV, 10KV などがあり、国際連携系統はロシアともつながってお

り、長距離送電であることから、送電ロスを減らすために 700KV を採用している。 
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5. 現在の Kosovo の総発電設備容量は、1054MW で、火力が 974MW、水力が 75MW、小水力・風力が

5MW で、ほとんどを火力が占めており、これらは全て Kosovo A & B TPP（建設時の設備仕様では

なく、現在の De-rating している設備能力ベース）である。 

古い石炭焚き火力は急速な負荷変動に対応できないので、直近では電力ピークへの対応が課題で

ある。これらへの対応は、負荷追従性の良い水力に頼らざるをえないが、Kosovo での水力資源は乏

しいことから水力資源が豊富なアルバニア(半分以上が水力により賄われている)との協調が必要で

あり、Kosovo における今後の電源開発は、自国で豊富に生産する褐炭を使った石炭火力の建設が主

流となる。 

6. 2006～2014 年にかけて 130milEuro をかけて電力系統を整備した。これから 120milEuro をかけて送

電線や変電設備を整備していく予定である。 

7. Kosovo には埋蔵量が 10bil.ton 以上の石炭資源（ほとんどが Pristina 周辺）があり、年間消費量は 6

～7mil.ton で、しかも露天堀なので容易に採掘が可能であり、1 次エネルギー資源には恵まれている。 

8. ドイツのコンサルが今後 20 年間の電力の進むべき方向についてコンサルした。これによれば、風

力を中心とした再生可能エネルギーの導入と、水力が半分以上を占める隣国のアルバニアと協調し

あってピーク対応をすると良いという結果であった。ただし風力は銀行の信用度が低く、お金を貸

してくれないのが現状である。 

9. 現状の再生可能エネルギーの値段(FIT)は風力が 7.5 Cents/KWh、ソーラが 12.6 Cents/KWh、水力が

6.03 Cents/KWh、バイオが 7.13 Cents/KWh であるが、Kosovo A & B TPP の平均の発電単価は 2.8～

3.0 Cents/KWh で電力の販売価格は 7 cents/KWh で有ることから、再生可能エネルギーとの価格差

が大き過ぎて、再生可能エネルギーの導入に積極的に取り組めない。 

10. 電力輸入は 4～5 Cents/KWh で再生可能エネルギーより安いが、相手国の供給能力や、必要とする

時の Market Price などが関連し、自由に買えるわけではなく、いろいろと制限がある。 

11. 規格としては European Standard (ICA) が適用されている。 

‐以上‐ 
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３－１－２ 受領資料 
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３－２ Ministry of Economics Department of Energy ヒアリング 

コソボ国「大気汚染対策アドバイザー業務」 

会議名 Interview：Kosovo のエネルギー／環境政策の聴取 

訪問機関 Ministry of Economics Department of Energy, Division of Energy Pollution 

日 時 2015 年 10 月 22 日（木）10：30~11：30 場 所 Ministry of Economic 会議室 

出 席 者 

先方 Mr. Sabit GASHI, Mr. Lulzim Korenica, Ms.Anbenerha ysuy 

調査団側 
Ms. Hakaj Nezakete, Mr. Abdlillah Pirce 

清水、中嶋、（通訳：Mr. Nehat） 

配布資料 なし  

収集資料 なし 

筆記者 清水 

（目的） 

2. Kosovo における今後のエネルギー政策および環境規制の考えかた等に対する考え方をヒアリング

する。 

 

（結果） 

１． 今回の Mission に関する説明が Ms. Hakaj Nezakete さんからあった。 

２． Mr. Sabit GASHI より Department of Energy の役割に関する説明があった。 

 当部署は Environmental and Social Issue と Energy Policy を考えていく部署である。 

 主な役割は Environmental Protection と Regulation であるが、Kosovo も Committee の Member で

規制については基本的に EU Directive に従っている。 

 Energy and Environmental Documents を作成するが、現在 NERP に対する対応は活動を始めたと

ころである。Energy に関する 5 つの Law を草案し Government に上程したが、どのような形で

議会承認が得られるかは、分からない。 

 NERP 策定に対しては、いろいろな対応が必要であり、2024 年に向かっての Energy Strategy を

作成し大臣の承認を得て最終の National Energy Strategy を立てる必要がある。 

 TPP は老朽化しており、Reliability も低いので、2021 年に New Plant を建設する事を検討中であ

る。 

 Thermal Energy の供給をどうするかは、需給の確認と、Emission に関する確認をもとに、どう

するかを検討する予定である。 

 

 

‐以上‐ 
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３－３ 炭鉱見学 

コソボ国「大気汚染対策アドバイザー業務」 

会議名 炭鉱見学 

訪問機関 Kosovo 炭鉱 

日 時 2015 年 10 月 30 日（金 ）10：00~11：30 場 所 Kosovo 炭鉱 

出 席 者 

先方 

炭鉱技師（名前不明）、Mr. Sabri Simnica、Mr.Gazmend KABASHI(Manager)；

Development and Long Term Planning 

Ms.Resmije AHMA(Director)；Legal and Regulatory Affairs Department 

他 1 名  

調査団側 

Mr. Abdullah Pirce（MESP）、Ms.Qefsere Mulaku、Mr. Mentor Shala、Mr. Shkumbin 

Shala、 

清水、臼井、中嶋、Mr. Nehat Bojaxhiu（通訳） 

配布資料 なし 

収集資料 なし  

筆記者 清水 

（目的） 

Kosovo A & B TPP に供給される石炭（褐炭）がすぐ近くの炭鉱（露天堀）より供給されていること、

および採掘の終わった場所が燃焼後の主灰、飛灰（水と混合して TPP より搬送）の最終処分場となって

いることから、見学を申し入れ、見学することとなった。 

（見学結果） 

最初に Kosovo A TPP の貯炭場を車より見学、貯炭可能量は 250,000 トンで、夏場は 100,000~150,000 ト

ンで冬場は各種トラブル対応のため、大目に貯蔵している（石炭消費量は約 5,000ton/日・炉のため、２

炉稼働で最大で約 25 日間分貯蔵） 

 

  

          貯炭場              石炭コンベアと灰輸送管 

 

石炭（褐炭）の埋蔵量は 10bil.ton といわれており、1922 年から採掘を開始し、今迄に 320mil.ton の石炭

を採掘した。現状は 8.5mil.ton/年の採掘量（Kosovo A & B TPP の石炭使用量に相当）である（一部暖房

用として市場に販売）。 

Kosovo A 

貯炭場

廃止された発電所 

石炭コンベア 

灰輸送管 
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最初にすでに採掘の終わった炭鉱を車より眺めながら通ったが、ここが灰の埋め立て上となっている

との説明であった。さらに先に進むと炭鉱と反対側に、一般ごみの最終処分場（炭鉱とは別管理）があ

った。その先には、同様に採掘の終わった炭鉱があり、すでに埋戻しを完了して草木が少しずつ育って

おり、今後この土地は農業に再利用していく（約 1,000ha とのこと）との説明を受けた。 

眺めの良い場所に止まり、説明を受けた。 

下記写真右側がすでに採掘・埋戻しの終わった部分 

写真中央が 2 か月前に採掘が終わった部分 

写真左側が現状埋戻し中の部分：この部分には、これから石炭を採掘する土地の表土を利用している。

（左下に採掘用機械の修理場がある） 

写真左奥が現状採掘中の場所（下に別の方向からみた写真あり） 

写真下の右が最初に見えた主灰、飛灰が見えた場所の写真 

現状採掘中の場所は 2025 年まで採掘が可能である。環境に対しては十分な配慮を実施（水は外には流

さない、きれいにして流す）しており、採掘の終わった場所は農業等に利用し、再利用を実施するとの

ことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

炭鉱全景 

現状採掘中の石炭の別の場所から見た写真          主灰、飛灰の埋立地 

‐以上‐ 

分離した水の貯水池 

乾燥後の灰 

埋戻し完了部分 ちょうど採掘が完了した部分現在採掘中 
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３－４ コソボ気象水理研究所との打ち合わせ 

コソボ国「大気汚染対策アドバイザー業務」 

会議名 イオンクロマトグラフ、連続分析用標準ガス、ダスト測定時の分析・計算方法 

訪問機関 KHMI 

日 時 2015 年 11 月 6 日（金 ）14：00~15：30 場 所 KHMI 会議室 

出 席 者 
先方 Ms. Letafete Latifi、Mr. Mentor Shala、他 1 名 

調査団側 清水、臼井、（通訳：Mr. Nehat、Mr. Kastriot） 

配布資料 なし 

収集資料 なし 

筆記者 清水 

（目的） 

3. 第 2 回派遣時に使用予定であるイオンクロマトグラフの導入経緯、導入目的や今後の対応について

の打合せ、及び次回持ち込み予定である連続分析計用の標準ガスの準備、またダスト分析時のダス

ト量算出方法について質問があったことから、これら 3 つの議題に対して打合せを実施した。 

（結果） 

1. イオンクロマトグラフについて 

弊調査団より、機械の Serial 番号等日本側に送付し、出所の確認をお願いしたが、島津側でも納入経

緯、ルート等が分からないとのことから、導入経緯・導入目的も含めてヒアリングを実施した。 

 導入経緯： Commission European から約 1mil.Euro の Donation をうけて、大気汚染対策として環境

大気中のアニオン、カチオンを全て測定できるようにするために、サンプル装置、実験器具、測定

用の部屋の整備等を含めて導入された機械である(したがって単体の価格は知らず、約 20,000 千円

くらいするだろうと伝えておいた)。 

 導入目的：大気中の微量物質（SOx イオン,NOx イオン等のアニオンやや重金属イオン等のカチオ

ン）を計測するという目的で導入した。デポジットゲージ法等により採取した雨の分析や、環境大

気より採取した PM2.5 から溶出する微量成分を調査することが目的である。 

 機械自身はこのプロジェクトに中で、オランダが担当で設置し、2011 年に購入し、2012 年に設置

した。SIMED International という会社が導入し、導入当初 1 回だけ指導員が来てテストを実施した

が、それ以来動かしたことはない（使い方が分からず動かせなかった）。 

 納入業者はクロアチアにある代理店であり、この担当者もわかっている。連絡しているが、連絡は

帰ってこない。 

 代理店名：Simed International B.V 

Projectmanager Michel Okkeman 

 弊調査団としては、排ガス中の SOx、NOx といったものを測定するものと想定していたが、実際に

は環境大気中のアニオン、カチオン両方であるとともに、環境大気への対応となると１オーダ分析精度

を上げる必要があり、動かすことはかなり難しいと考えられる。 

 また、以下には弊調査団より現状の設備に対する課題も提起した。 

 確認はするものの、対象の環境大気分析を実施するためにはおそらく 0.1~0.01μS/m といったオー

ダの電気伝導度の純水および超純水が必要であり、純水装置および超純水装置が必須である（現在
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のラボの純水装置は故障しており、そのため他のラボから純水を持ってきているが、それでも 0.5

μS/m といったところが精いっぱいで、そのような低い電気伝導度の水を作る純水装置は Kosovo

にはないとのこと）。 

 現在アニオン用、カチオン用のカラムは各々一つあるが、すでに 3 年を経過しており、使用するこ

とは難しいと考えられる（新品でも 1 年以上たつと劣化するといわれている）。 

 分析を実施するための機材、器具はほとんどない。ただしこれに関しては調査団側でリストを作る

ことは可能である。 

 標準液を入手する必要があるが、なければ日本から持ってくる必要がある（たぶんないものと推定）。

また溶離液を準備する必要がある（詳細は調べる必要があるがおそらく現地で準備可能）。（但しい

ずれにしても 0.1μS/m 以下の純水・超純水が必要になる。） 

現地の状況は以上のものであった。日本でも環境大気関係の分析(サンプル等は実施するが)になると

専門的な知識をもつ人材が必要であるとともに、事前にこの機械にそのようなセットアップがなされて

いるが必須である。動作確認で動くかどうかもわからず、メーカセットアップから始まる可能性が高く、

次回派遣時に弊調査団で分析するのは難しいと考えられる。 

いずれにしろ、日本に帰り、島津製作所と打合せを実施し、今後の対応を決めて、最終的な対応を連

絡することとした。少なくとも純水装置および超純水装置の購入は必須であり、またメーカセットアッ

プ等の必要であると考えられることから時間と費用が掛かるものと推定される。 

 

2. 標準ガスついて 

 第 2 次派遣時に持ち込む連続分析計の標準ガスについて打合せを行った。KHMI ラボは環境大気分析

用の標準ガスは購入している経験があり、おそらく購入できるとの情報であった。要求仕様として

SO2：1,000ppm、NO：1,000ppm、CO：1,000ppm、O2：23%、CO2：15% （共通で N2（ゼロガス））

を要求し、準備できるかどうか確認してもらうこととなった。 

 

3. ダスト分析時のダスト量算出方法 

本内容は既にワークショップで実施していたこともあり、内容を再度説明し、データの記録用紙の英

語版を C/P に渡すこととした（ダスト量を算出するためには、記録用紙を全て埋める必要があることを

説明）。ダスト量の計算に関しては、算出式はすべてワークショップ資料に入っているとの説明し（ほ

とんど見ていないことが認識できたが）、自分たちで計算して作る必要があることを説明・説得した。

参考までに日本語版を渡すこととし、エクセル上でどのセルが何に対応しているのか自分たちで考える

ようにお願いした。 

以上 
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３－５ Kosovo B Laboratory のイオンクロマトグラフの状況確認 

コソボ国大気汚染対策アドバイザー業務現地調査 

会議名 Kosovo B Laboratory のイオンクロマトグラフの状況確認 

訪問機関 Kosovo B Laboratory 

日 時 2016 年 3 月 21 日（月）14：30~15：30 場 所 Kosovo B Laboratory 

出 席 者 
先方 Mr. Romadou Sokole(Laboeriy Chief)、Rrusteu Gashi 

調査団側 清水、臼井、中嶋  

配布資料 なし 

収集資料 なし 

筆記者 清水 

（目的） 

EC Directive が要求する Emission 測定の CEMS 以外の Reference Method の候補として考えられるイオ

ンクロマトグラフについての調査として Kosovo B Laboratory のイオンクロマトグラフの見学とヒアリン

グを実施した。 

 

（結果） 

1. Kosovo B Laboratory のイオンクロマトグラフについてのヒアリング結果 

（Dionex 社製） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Dionex 社製であり、現状は水の測定（アニオン：重金属イオン類）のみの測定を実施している。

排ガス（カチオン：SOx、NOx 等）を測定するならば、新たにカラムと溶離液および標準液が

必要となる。 

 過去に排ガスを測定した経験はなく、排ガスを測定するならば指導を受ける必要がある。また、

純水装置、および超純水装置が別途必要である 

 測定は Working day は全て実施している。水（純水）の質が悪く、カラムの洗浄頻度が多い。

今日も悪い結果が出ており、カラムを洗浄しなければ使用できない状況である、 

2. 一方、KHMI Laboratory では今回訪問時に新たに超純水装置を導入したことを確認した、 

 

 ヒアリングを実施した結果、Kosovo B Laboratory は定常的に水の分析を実施していること、また、

排ガスの測定を実施するとすれば、Kosovo B Laboratory も KHMI Laboratory も新たに測定用のカラ
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ム、溶離液および標準液が必要であることが確認できた。一方で、KHMI Laboratory は最近超純水装

置を導入しており、分析に必要な水質を確保できていることが確認できた。また教育に関しては、

Kosovo B Laboratory も KHMI Laboratory（島津製）においても、必要であることが確認できた。 

 

－以上－
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３－６ MED、KEK へのヒアリング 

コソボ国大気汚染対策アドバイザー業務現地調査 

会議名 MED、KEK へのヒアリング 

訪問機関 MESP  

日 時 2016 年 3 月 23 日（水）13：00~16：00 場 所 MESP 会議室 

出 席 者 
先方 

Ms. Hakaj Nezakete (MESP)、Mr. Lulzim Korenica(MED)、Mr.Agim 

Morina(KEK) 、Mr. Abdlillah Pirce 

調査団側 清水、臼井、中嶋  

配布資料 Issue for discussion Revised 

収集資料 ToR Kos B study（European Union Office to Kosovo が Kosovo B TPP の Rehabilitation の調査の

ために出した TOR） 

筆記者 清水 

（目的） 

LCP 関連の中心である MED（Ministry of Energy Department）KEK に KEK の組織・構成、今後の環境

対策の計画・考え方に関するヒアリングを実施した。同時に EC Directive に記された煙道排ガス測定の

内容の確認、今後の環境測定の実施方法（KEK としての対応）、測定場所、ボイラの SO2、ダスト低減

対策等について議論した。 

 

（結果） 

最初に再度 JET の派遣の目標を確認し、JET が認識した課題等を簡単に説明したのち、議論に入った。 

 

1． KEK は政府が 100%株式をもつ株式会社である。約 4,700 人の人間を擁している。組織として、石炭

部門、Kosovo A TPP、Kosovo B TPP、環境、財務、調達、人事といった部門がある。その他 Kosovo A 

TPP のそばにはコソボコールと呼ばれる合弁会社があり、この会社は石炭を乾燥して、市場に販売

している（設備は KEK、運転は合弁相手の会社との事）。 

2． MED は KEK を管理・監督している（配電会社である KOSTT も KEK と同じ立場にある）。 

3． MESP（Hakaj さん）より KEK に対し、以下の事項を説明し、将来法制化したいとの説明を実施。 

 EC Directive では SO2、NOX、ダストに関して、連続測定(CEMS)を実施し、その結果を報告する

義務があること。 

 連続測定(CEMS)とは別に 1 年に 1 回別の方法（Reference Method）で測定して測定値を確認・報

告をする義務があること。 

4． Reference 測定および測定場所について 

 測定方法等は CEN に規定されており、SO2、NOXの分析方法は何種類かあるが、その中の一つ

の候補がイオンクロマトグラフ法であること。また、ダストは今回 JET が実施した方法（JIS 法）

が唯一の方法であること。 

 測定場所についても CEN に規定されていること。 

- 測定を代表する場所であればよいはずであるが、CEN を確認し細かい規定がないか MESP

が確認する。 
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- 現状の Kosovo A TPP、Kosovo B TPP での測定場所は測定上適切でなく（今回測定した結果

流速に偏りがあったことが確認されたので）、JET より他の測定場所を提案。但し、測定孔

設置後、再度実測定を実施することによって代表性があることを証明する必要がある。 

      （測定場所を写真で推薦したが、最終的には現場で相談・確認することで合意した） 

- 同様に Kosovo B TPP で現在設置されている連続測定器の場所は、煙突の 90m の高さにあ

り Maintenance や、ガスサンプルによる Dust 測定には危険が多く適切でなく、上記で確認

できれば移動も可能であること（Maintenance 不足のため JET の第 1 次派遣時には欠測して

おり、その後もずっと回復していない）。 

 規制値はないが、排ガス中の水銀も測定する必要があること。 

5． Hakaj さんより MESP として環境測定（上記 Reference Method）について以下のように考えていると

いう説明があった（この事項も将来法制化したいとの意見であった）。 

 事業者は事業者ごとに自らの費用で測定をして、その結果を MESP に報告すること。その結果

を MESP・Inspection 部門で審査する。 

 MESP は疑わしいと思った場合は自ら測定を実施する。 

Hakaj さんより KHMI に測定の実施部隊を作りたいと考えており、JET の活動の大きな目標の一

つがこの技術を KHMI が取得することであると説明した。Agim 氏も必要であることを認識し、

各発電所でチームを作るか、KEK として持つかは検討したいとの回答があった。 

 イオンクロマトグラフ法で SO2、NOX分析の測定の教育を実施する可能性があれば、Agim 氏よ

り KEK の有するラボの人間もぜひ教育に参加したいとのコメントがあった。 

6． MED および KEK より発電所の将来計画に関しては以下のような説明があった。 

 将来的には新発電所を作りたいが、すぐに作ることは難しく Kosovo A に関しても何らかの延命

対策を打って対応したいと考えている。 

 Kosovo B に関しては Rehabilitation を計画しており、今から 15 か月をかけて EU のコンサルタン

トに FS をしてもらうことになっている（受け取った TOR がその仕様書でコンサルタントは決

まったようだがその会社名までは聞かず）。内容は、ボイラの Tube、配管などの材料劣化の調査、

環境装置の調査、調査結果による改善案と概略費用、関係者の先進プラントの見学旅行など）。

改造はその FS の後となる。 

7． ボイラのエミッションとして特に問題となる SO2 とダストについて、昨日のワークショップに引き

続き以下のような議論があった。 

 （Agim 氏）SO2 は大きく変動していることがよくわかったが、どうしてそのような不思議な現

象が起こっているのかよくわからない。1,000mg/Nm3 以上になることは考えにくいのだが、この

現象の追求は重要と考える。 

 （JET）SO2が低いときは炉内脱硫が起こっていると思われる。SO2が大きく変化するというこ

とは炉内脱硫が起こったり起こらなかったりしているということだと思われるが、その原因を

つかむためには、石炭の性状、排ガス O2や炉内温度といった操業状況が影響している可能性が

高い。この原因がつかめれば、効果的な SO2対策を打つことができる可能性がある。 

 （JET：ダストについて報告書の内容を説明したのち）ダストに関しては ESP の専門家が来て診

断すれば現状でもよくなる（設計仕様に近づける）可能性があると同時に、今後の効果的な対

策も提案することができる可能性がある。 
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 （Agim 氏）KEK としては非常に重要な事項と考えている。 

 

－以上－
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３－７ MESP へのヒアリング 

コソボ国大気汚染対策アドバイザー業務現地調査 

会議名 MESP へのヒアリング 

訪問機関 MESP  

日 時 2016 年 3 月 24 日（木）13：30~16：00 場 所 MESP 会議室 

出 席 者 
先方 Ms. Hakaj Nezakete (MESP)、Mr. Abdlillah Pirce 

調査団側 清水、臼井、中嶋  

配布資料 Issue for discussion Revised 

収集資料 なし 

筆記者 清水 

（目的） 

EC Directive 内で要求されている測定の実施方法その法制化等についてヒアリングした。また、将来の

Environmental Impact Assessment についても言及があった。実際の測定方法については明日再度 KHMI と

打合せを持つこととなった。 

 

（結果） 

1． （Hakaj）環境報告に関する考え方は、昨日述べたように各事業者が自ら測定をして結果を MESP に

報告し、その結果を Inspectorate が審査する。測定値が疑わしければ MESP が直接測定に行く。現在

排出ガス、排水、廃棄物など事業者に対する測定 Data の提出、Annual Report の提出、Inspector の随

時立入検査権などの法制化が進行中であり、自ら草案を検討しているが、忙しくなかなか進んでい

ない。違反した場合は、最終的には操業停止、または罰金といった罰則を考えている。 

2． （Hakaj）排ガス環境測定に関し、MESP は KHMI ラボがその再検査の役割を果たすことを望んでい

る。事業者である KEK は自らの費用で測定しなければならず、自らできなければ Private Company

に測定を依頼することになる。また、将来的には排ガス環境測定者に対する License 制度制定を目指

している。 

 JET に望むことは KHMI ラボが測定をできるようになることであり、KEK が教育に参加するこ

とは拒まないが、あくまで KHMI ラボの人間が測定をできるようになることが目標である。た

だし、KHMI ラボの人材（現在担当者が 2 名しかおらず人数が足らないことも含む）が不足して

いることも十分認識している。 

 （JET）日本では最初は政府が支援して測定の専門家を育成し、その後育成等は民間に移行して

いる。民間が最初から正確な測定をすることは難しいため、政府で支援し人材を育成する（例

えば政府が外郭団体などで Trainer を抱え民間の人間を指導するといったような制度）必要があ

ると考えられる。 

 （Hakaj）そのような制度を作るのは別の機関であり、現状測定者の License 制度は対象となっ

ていないため、そのような方法をとるならば該当期間に相談する必要がある。 

3． （Hakaj）事業者が新しい設備を建設する、既設設備の増強をする場合の Environmental Impact 

Assessment については IPCP といった機関に申請して許可するといった仕組みを考えており、法制化

する方向である。 
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4． 並行して、現在小さな企業も含め報告義務を課する制度を検討しているところである。また、車に

ついても EU の自動車等のデータを集めているところである。データを収集するのは自分たちの仕事

であると思っており、必要な Data は自分達で準備することができると考えている。Assessment にあ

たり、どのようなデータを集めてどのように計算すればよいか指導してもらえればうれしいと考え

ている。Kosovo は小さい国なので Local Level まで Monitoring するつもりはない。 

5． Kosovo B の FS は実施を担当する会社はまだで決まっていないと思うが、実施計画を策定するための

予備調査が始まったばかりであり、Inception Report ができるのは 3 カ月ほど先になる見込みである。 

 

－以上－ 
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３－８ KHMI ラボへのヒアリング 

コソボ国大気汚染対策アドバイザー業務現地調査 

会議名 KHMI ラボへのヒアリング 

訪問機関 MESP  

日 時 2016 年 3 月 25 日（金）9：00~9：40 場 所 MESP 会議室 

出 席 者 
先方 

Ms. Letafete Latifi、Mr.Agron Shara、Mr. Shkumbin Shala、Mr. Mentor Shala 

（全員 KHMI ラボのメンバ） 

調査団側 清水、臼井、中嶋  

配布資料 Issue for discussion Revised 

収集資料 なし 

筆記者 清水 

（目的） 

今回の JET 派遣で実施した煙道排ガス測定の習得のレベルについて議論し、今後の方針を検討すると

ともに、EC Directive 内で他（特に Reference method）に要求されている測定項目の具体的な項目とその

実施内容について議論した。 

 

（結果） 

1． 煙道排ガス測定について 

 （JET）まず自動連続測定機器用の標準ガスを購入してほしい。標準ガスがないと自動連続測定

機器が役に立たないことになる。また、測定器具が多いことから運搬可能な車を用意したほう

が良い（ハイエースのようなバンタイプ）。 

 （Letafete）標準ガスの準備は始めたが手に入れるのに早くて 3~4 か月かかる。早く手に入れる

ように努力する。車については今回の測定器具の多さを見ても必要だと思うが、常に予算の問

題がありすぐに準備するのは難しい。手に入れられるように準備したい。 

 （JET）測定技術（特にダスト測定）について、今回はデータ採取を優先したために十分に時間

が取れず不十分だと感じている。 

 （Letafete）当方も同様に感じている。たとえば等速吸引の計算もまだ理解できていない。ぜひ

今後ともに引き続き教育をしてもらいたいと感じている。 

（その後、明日土曜日に話題となった計算方法についてホテルまで来てヒアリングしたいとの

話となった。C/P が次第に前向きになっていることがわかる） 

2． イオンクロマトグラフについて 

 （JET）Reference method として KHMI ラボが所有しているイオンクロマトグラフが有力である

が、使用するためには教育が必要である。 

 （Letafete） 是非イオンクロマトグラフで実施したいと思う。サンプリングも含めて 1 ヵ月くら

い指導員がほしい。 

 （JET）メーカの話では 1 回現地を見てイオンクロマトグラフの状態を確認し何が必要か確認し

たのち、再度指導員が来て指導することになると言っている。サンプリングは JET メンバで可

能なので 2 週間程度の指導になると思う（少し不満そうであったが）。 
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3． 水銀（排ガス中）の測定について 

 （JET）水銀の分析ができることは確認したが、サンプリング技術の習得が必要だと考えられる 

 （Letafete）ぜひサンプリング技術も習得したいと考えている。 

 （JET）水銀分析のためには KMnO4（過マンガン酸カリウム）が必要であるが入手は可能か？ 

 （Letafete）KMnO4の入手は可能であるが、その他の器具も必要ではないか 

 （JET）その他の器具については最初のものは日本側で考えるように提案する。 

 

－以上－ 
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